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つながる笑顔、つながるまち 

～レビー小体型認知症の理解と支援～ 
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報告概要   

レビー小体型認知症カフェ大阪は，DLB の当事者および家族が安心して交流できる場として開催して

いる。毎月のカフェや年 3 回の勉強会を通じて，DLB への理解促進と孤立の軽減を目的としている。DLB

は他の認知症と症状特性が異なるため，共通の経験を共有できる場は限られており，本活動は当事者と

家族が語り合い支え合う貴重な機会となっている。 

 

１.はじめに 

レビー小体型認知症（以下，DLB）は，アルツハ

イマー型認知症など他の認知症と比較して知名度

が低く，症状の特性も異なることから，当事者や家

族が適切な情報や支援を得にくい現状がある。とく

に，幻視や認知機能の変動，パーキンソニズムなど

の特徴的な症状により，他の認知症カフェでは共通

の体験を共有しにくく，孤立感を抱くケースも少な

くない。 

このような背景を踏まえ，DLB に特化した交流お

よび情報提供の場として，「レビー小体型認知症カ

フェ大阪」の活動を実施している。 

 

２.プロジェクト目的 

本プロジェクトは，DLB の当事者およびそのご家

族が安心して交流できる場を提供することを目的

とする。具体的には，定期的なカフェの開催および

勉強会・交流会を通じて，DLB に関する理解の促進

を図るとともに，当事者・家族同士が体験や思いを

共有し，相互に支え合うことで孤立の軽減につなげ

ることを目標としている。 

 

３.実施内容 

本活動は 2022 年より継続して実施しており，主

に以下の内容で構成されている。 

まず，毎月 1回の DLBカフェを開催し，当事者およ

び家族が自由に語り合える交流の場を提供してい

る。参加者同士が日常生活における困りごとや工夫，

思いを共有することで，相互理解と心理的支援の促

進を図っている。加えて，年 2回の勉強会・交流会

を実施し，DLB に関する知識やケアの工夫について

学ぶ機会を設けている。これにより，当事者および

家族が疾患理解を深め，生活の質の向上につながる

知識を得ることを支援している。 

また，これらの活動を通じて，当事者・家族のみな

らず，支援者や医療・福祉職とのつながりの構築も

図っている。 

 
表.1 勉強会参加人数 

6 月 29 10 月 25 日 

30 名 24 名 

    

         
４.結果・今後の展望 

これまでの活動を通じて，当事者や家族からは

「同じ DLBの人と出会えた」「安心して話ができた」

といった声が聞かれており，DLB に特化した交流の

場として一定の役割を果たしていると考えられる。

また，大阪府内にとどまらず他府県からの問い合わ

せもあり，本活動へのニーズの広がりが示唆されて

いる。 

一方で，DLB に関する社会的認知は依然として十

分とはいえず，当事者や家族が適切な支援につなが

るための体制整備が課題である。 

今後は，認知症専門医療機関や地域の医療・福祉

機関との連携をさらに強化し，より多くの当事者・
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家族に活動を周知するとともに，継続的かつ発展的

な支援体制の構築を目指していく。 


